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学
校
再
編
だ
よ
り

　７月８日（日）に河合第二小学校と河合第三小学校の２会場にて「河合町学校再編　第２回保
護者・住民説明会」を開催し、第二小学校には１３名、第三小学校には２６名の方に来場いただ
き、第１回説明会以降の取り組みと進捗状況について説明しました。

　保護者と住民の方からは、下記のようなご意見をいただきました。いただきましたご意見
は各部会にて協議検討していただきます。

※�今回の説明会資料、議事録については、町ホームページに掲載しております。今後は上記「８．スケジュール」の内
容に従い取り組みを進めてまいります。進捗状況については「町ホームページ」、「学校再編だより」にて報告してまい
ります。なお、ホームページをご覧になれない方は、教育委員会総務課にて資料配付しております。ご意見につい
ては「町長直通便」をご利用ください。

Vol.3

第２回  保護者・住民説明会を開催

≪説明内容≫
１．学校再編の組織
　　保護者、地域住民、学校の各代表による委員会、各部会等の編成ついて

２．会議実績
　　各会議の実績報告

３．総務部会の協議報告
　　校名、校歌、校章、記念式典に関する委員からの意見について

４．通学部会の協議報告
　　通学路（案）、高塚橋と周辺の安全対策について

５．ＰＴＡ部会の協議報告
　　組織編制（素案）、役員の選出方法、会計について

６．第二小学校改修工事
　　実施期間、改修内容とトイレブースのアンケート結果について

７．学校分科会
　　５つの分科会による統合後の学校運営や統合までの交流活動について

８．スケジュール
　　今後の予定について

○　ＰＴＡ部会について　　　　　　　　　　　○　学校分科会について
○　校歌について　　　　　　　　　　　　　　○　コミュニティスクールについて
○　通学路の塗装について　　　　　　　　　　○　通学路の経路について
○　スクールバスについて　　　　　　　　　　○　下校時の安全対策について
○　校名・校歌・校章について　　　　　　　　　○　保護者・地域との連携について
○　部会の検討期間について　　　　　　　　　○　再編の取り組み方について
○　通学路の徒歩による検証について　　　　　○　少人数学級について
○　１学級あたりの人数について　　　　　　　○　子ども達への配慮について
○　教育委員の出席について
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目標 基本戦略 具体的戦略 事　　業　　例

活気

ダイナミックに人が行きか
う町 鉄道路線再編成 近鉄田原本線の始発調整

にぎわいの拠点がある町 馬見丘陵公園集客力強化
（ポスト緑化フェア） 馬見丘陵公園を舞台とした域内外住民交流

若者が定住したくなる町

住環境再整備 町内転居の推進 ※
ⅠUターン促進 町内小中学校の良さを PR

保育応援
町内での保育充実
子どもステーション
子育てママの情報交換会

絆 地域活動が活発な町 大字・自治会活動応援 地域イベントの PR 促進

誇り

今も河合町いつまでも河合
町と思える町

Uターン促進 町内小中高卒業生の同窓会応援
青少年育成 子どもだけの料理教室
私たちが作るわが”まち”
の活性化

多世代型ワークショップ
英語でクッキング教室

命が輝く町
健やかな子供 子ども食堂

いつも健康
任意予防接種の助成拡大
多世代が一同に運動して遊べるイベント

環境と自然を大切にする町 ゴミ減量化 フードロス対策

魅力
歴史と文化が輝きを放つ町 観光力向上 近鉄田原本線（旧大和鉄道）１００周年にイベント
「かわい」ブランドを生み
育てる町 新商品開発 河合町産ぶどうジュース

自立 効率的な行財政運営 公共施設の再評価
（活性化と統廃合）

豆山の郷に読書コーナー
豆山の郷の開館時間延長
豆山の郷でバーベキューエリア

太字事業例は追加、※印は書き換え　　　◎詳細は町ホームページをご覧ください。

「河合のまちの夢ビジョン」ニュース
「河合のまちの夢ビジョン」とは、町民の夢・希望を具体化し、進化させていく手作りのビジョンです。

　夢ビジョンを改訂しました！（第８版）
　平成３０年６月１日、改訂（第８版）夢ビジョンがスタートしました。
　昨年度に引き続き今回も特に「河合町街再生総合戦略」を基本とした、
人口減少対策につながる意見提案を多数いただき、２０事業例の追記
（前回２４事業例追記）、１事業例の修正を行いました。
　改訂の内容は以下の表の通りです。

　夢ビジョン検証報告を作成しました！
　平成２６年から平成２８年までの３年間を「河合町街再生総合戦略」との関係性を踏まえて検証しました。
　改訂第８版、検証報告及び昨年度の意見提案の概要は政策調整課、町立図書館及び西大和地区公民館（役場出張所）
において閲覧できます。また、町ホームページにも掲載しています。
　これからもたくさんのご意見・ご提案をお願いします。

→ → →
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私
た
ち
職
員
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

自
宅
に
訪
問
し
、
悩
み
や
不
安
を
聴
き
、

制
度
や
近
隣
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
そ
の
方
の
日
常
生
活
を
支

援
す
る
仕
事
で
す
。

　
そ
の
中
で
、「
本
当
は
誰
に
も
頼
み
た
く

な
い
」「
自
分
で
出
来
る
な
ら
自
分
で
し

た
い
」な
ど
と
い
う
話
を
よ
く
伺
い
ま
す
。

誰
も
が
好
ん
で
訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）や

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）を
利
用
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
私

た
ち
は
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
皆
さ
ん
の
希
望
を
叶
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
を
考
え
た
結
果
、
本

町
独
自
で
自
立
、
自
立
支
援
の
定
義
を
定

め
て
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◎ 「
自
立
」の
定
義（
広
陵
町・
三
郷
町・
河

合
町
の
３
町
で
合
同
作
成
）

　
身
体
的・
精
神
的・
社
会
的・
環
境
的
な

要
因
に
よ
り
生
活
に
支
障
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
社
会
資
源
を
自
己
決
定
に
基
づ
い

て
活
用
し
、
日
々
に
満
足
感
を
得
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
た
ち
が
考
え
た「
自
立
」は
、
決
し
て

介
護
保
険
制
度
等
を
利
用
し
な
く
な
る
こ

と
で
は
な
く
、
制
度
等
を
利
用
し
な
が
ら

も
日
常
生
活
が
継
続
で
き
、
そ
の
こ
と
に

満
足
感
を
得
る
事
こ
そ
が「
自
立
」で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。

◎ 「
自
立
支
援
」の
定
義（
広
陵
町・
三
郷

町・河
合
町
の
３
町
で
合
同
作
成
）

　
本
人
が
、
自
分
の
生
き
方
や
人
生
の
目

標
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
身
体
的・
精
神
的・
社
会
的・
環
境
的

な
要
因
に
よ
り
、
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
部
分
を
自
助
力
を
中
心
に
、
自
己

決
定
に
基
づ
い
て
互
助
、
共
助
、
公
助
を

活
用
し
、
本
人
が
主
体
的
に
社
会
生
活
の

維
持
、
継
続
、
発
展
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
。

　
私
た
ち
が
考
え
た「
自
立
支
援
」は
、
介

護
保
険
制
度
等
を
優
先
に
考
え
る
の
で
は

な
く
、
ま
ず
は
本
人
の
力
を
活
用
し
、
そ

の
次
に
家
族
、
近
隣
の
持
つ
力
を
活
用

し
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
完

す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
制
度
を
活
用
す

る
と
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
望
む
生
活
を
お
手
伝
い
す
る

た
め
に
、
町
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
は
、
日
々
、
私

た
ち
と
一
緒
に
こ
の
よ
う
な
研
修
会
等
で

学
ん
で
い
ま
す
。

・�

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
研
修：
月
１
回
講
師

を
招
き
、
支
援
方
法
に
つ
い
て
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・�

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議：
２
ヵ
月
に
１
回
開
催
し
、
活
動
に

お
け
る
問
題
の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

・�

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
連
絡
会：
３
ヵ
月
に

１
回
開
催
し
、
自
立
支
援
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

・�

地
域
ケ
ア
会
議：
月
２
回
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
作
成
す
る
計
画
書
を
薬
剤

師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
自
立
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

・�

医
療
介
護
合
同
研
修
会：
医
療
職
と
福

祉
職
が
合
同
で
共
有
の
課
題
等
を
研
修

し
ま
す
。

　６月６日（水）放送のＮＨＫ奈良“ならナビ”で「介護保険　自立支援強化　現場で何が」で本町の自立
支援についての取り組みを紹介していただきました。今回は「自立」「自立支援」について、もう少し皆
さんにお伝えしたいと思います。

地域包括支援センター
～本町で取り組む、自立支援について(介護)～

ご存知ですか！

「
自
立
」「
自
立
支
援
」へ
の
取
組
事
業

の
ご
紹
介

私
た
ち
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、「
自
立
」「
自
立
支
援
」を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と

本
町
の「
自
立
」「
自
立
支
援
」の
考
え

方
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現
在
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
地
域
包
括
職
員
は
、
皆

さ
ん
が
希
望
さ
れ
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
お
手
伝
い（
支
援
）を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
介
護・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）を
半
永

久
的
に
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
目
標
が

達
成
し
た
ら
、
次
の
目
標
に
向
か
う
た
め

に
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
、
違
う
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
目
標
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は
、
ご
本
人
、

ご
家
族
と
相
談
を
し
決
定
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
１
８
６

町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
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　本町の九
く
僧
そう
塚
づか
古
こ
墳
ふん
と宮
みや
堂
どう
遺
い
跡
せき
の出土品が、奈良県立橿原考古学研究所附属博物館で展示されています。速報展「大和

を掘る３６」に、九僧塚古墳（穴闇）から出土した埴輪類や、奈良県立橿原考古学研究所が発掘調査を行った宮堂遺跡
（城古）の出土品が展示されています。ぜひ、ご覧ください。
◇開催期間　７月１４日（土）～９月２日（日）　※休館日：毎週月曜日
◇観覧時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
◇観覧料　　大人４００円（３５０円）、大学・高校生３００円（２５０円）、
　　　　　　小・中学生２００円（１５０円）
　　　　　　※（　）内の金額は、２０名以上の団体料金です。
◇講演会　　調査担当者による遺跡発掘調査報告会「土曜講座」が実施されます。
　　　　　　８月４日、１８日、９月１日　各回とも午後１時開始
　　　　　　※８月４日には、九僧塚古墳の報告もあります。
◇問い合わせ　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館（橿原市畝傍町５０－２）
　　　　　　　☎０７４４－２４－１１８５

九
く

僧
そう

塚
づか

古
こ

墳
ふん

・宮
みや

堂
どう

遺
い

跡
せき

の出土品を展示

～認定こども園建設工事が始まります～

九僧塚古墳（手前）と大塚山古墳【西上空から】

大塚山古墳

九僧塚古墳

　認定こども園事業計画について、皆さまにはさまざまな面においてご心配やご迷惑をおかけしておりま
すが、この度、平成３２年４月の開園に向け、平成３０年８月より工事を着手する運びとなりました。
　工事期間中においては、総合スポーツ公園内や付近道路を多くの工事車両が通行することにより、皆さ
まには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほど、よろしくお願いします。
　また、施設の計画や今後のスケジュールなどに関する説明会の開催については、日程が決まり次第、速
やかにお知らせします。
◇問い合わせ　社会福祉課　☎内線１３２
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さな灯” 運動 ォーターガンバトル 開催

湾の小学生が三小を訪問

　６月２７日（水）大阪ガスグループが展開している、
企業ボランティア活動の“小さな灯”運動で、昨年に続
き、本町の児童福祉の発展のためにとブロックなどの
おもちゃ３種類の寄贈がありました。
　同日、同社の奈良地区支配人の速水さんらが来庁さ
れ、岡井町長へ目録の贈呈を行いました。
　寄贈されたおもちゃは、西穴闇保育所の子どもたち
に届けられました。ありがとうございました。

　７月１５日（日）佐味田元気くらぶ主催の「第８回
ウォーターガンバトル」が、馬見丘陵公園（北エリア）
で行われました。
　ハチマキに金魚すくいの“ポイ”を付け、その的をめ
がけて水鉄砲を打ち合うガンバトルや、水風船を投げ
合うなどして大いに盛り上がりました。また、飲食屋
台も出店し、真夏の暑さにもかかわらず、たくさんの
人で賑わいました。

　６月２６日（火）台湾秀朗國民小学校の６年生吹奏楽
部２６名が、第三小学校を訪れ交流会を行いました。
　歓迎式典では、三小の全児童が出席する中、三小校
歌斉唱、両校校長挨拶、両校児童代表挨拶の後、三小
金管バンド、秀朗小吹奏楽部が演奏を披露しました。
　午後からは、三小の３～６年生の児童と共に校内
ウォークラリーや、けん玉、カルタなどの日本の昔遊
びの他、白玉作り、プラ板作り、将棋、オセロ、卓球、
バドミントン、ドッジボールなどで交流を深めました。
　放課後は、三小金管バンドと秀朗小の児童が一緒に
練習を行い、最後に保護者の前で両校合同で曲を披露
した。
　児童たちは「ニイハオ」「コンニチワ」と挨拶を交わ
し、外国語活動で学習している「英語」でコミュニケー
ションをとるなどして、初めての国際交流を満喫して
いました。

小 ウ

台
Town news  まちのわだい

“ 大阪ガスグループ
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第２５回 大字別ゲートボール
大会の結果（６/１０開催）

　優　勝　星和台　　　　　準優勝　緑ケ丘

第５３回 河合町民体育大会
◇と　き　１０月７日（日）　午前９時開会式
◇ところ　総合スポーツ公園グラウンド
※�雨天の場合、大会は中止です。
※�競技種目については、大字・自治会体育理事への事前説明
会で詳細をご案内いたします。

※�できる限り、巡回バス、電車、自転車などの交通機関をご
利用ください。

※�大会プログラムは「広報かわい」10月号の折り込みチラシ
でご案内します。

体育協会主催
『第２５回 町長杯争奪町民遊ゆう
スポーツフェスティバル』
在住・在勤者の参加者募集

◇とき　９月２日（日）　予備日９月９日（日）
◇競技種目
　剣道／硬式テニス（男女別ダブルス）
　ソフトテニス（ダブルミックス）／軟式野球（男子）
　卓球（チーム戦）／バドミントン（チーム戦）
　ソフトボール（男子）／ゲートボール（チーム戦）
　ターゲット・バードゴルフ
　グラウンドゴルフ（９月５日（水）開催）
◇�申し込み　８月１日（水）～２６日（日）保健スポーツ課窓口
で受付。電話申し込み不可。　
◇問い合わせ　保健スポーツ課　☎５６ー４６００

保健スポーツ課（総合スポーツ公園管理棟）
　　　　　　☎５６－４６００（月曜日休み）

スポーツ
Sports!

　「東京2020オリンピック・パラリンピック フラッグツアー」が全国を巡回しています。8月から奈良県を
巡回し、本町では８月１５日（水）の「河合ふるさとの日“夏”」に総合スポーツ公園管理棟に展示します。こ
の機会にぜひご覧になり、フラッグに熱い思いを込めてみませんか。

　　◇と　き　８月１５日（水）　午前１０時～午後３時
　　◇ところ　総合スポーツ公園管理棟
　　◇内　容　オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグ展示、大会関連パネル
　　◇主　催　東京都／東京2020組織委員会／ JOC／ JPC
　　◇公式ホームページ　http://fiagtour.jp/

オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグが
やってきます！
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8.5
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　平成３０年６月１４日（木）～２２日（金）までの９日間、第２回定例会が開催されました。
　初日に、４案件を審議し即決及び１報告がありました。２案件を総務常任委員会、３案件を経済建
設常任委員会へ付託しました。一般質問では、６名の議員が１７項目の質問をしました。（抜粋して
掲載します）　最終日は、各委員会付託の審査結果報告を受け採決を行いました。また、工事請負契
約の２案件と議員発議の審議・採決を行いました。

　

残
暑
の
候
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
益
々

ご
健
勝
の
段
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
６
月
定
例
会
が
開
催
さ

れ
議
長
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
及
び
各

常
任
委
員
会
の
改
選
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
河
合
町
の
お
か
れ
て
る
財
政
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
議
会
と
執
行
機
関
は
真
摯
な
議
論

を
お
こ
な
い
、
町
政
の
諸
課
題
に
有
効
な

政
策
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
は
、
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
厳
し
い
状
況
の
下
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
と
い
う
重
責
を
担
っ
て

行
く
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
に
培
っ
た
経
験
も
活
か
し
つ
つ
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

疋
田 

俊
文 

議
長

あ
い
さ
つ

馬
場 

千
惠
子 

副
議
長

就
任
の
あ
い
さ
つ

池
原 

真
智
子 

前
副
議
長

退
任
の
あ
い
さ
つ

　

残
暑
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
６
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
副
議
長
の
栄
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
す

る
と
と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
副
議
長
と
し
て
町
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
行
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議

長
の
補
佐
役
と
し
て
議
員
の
皆
様
方
の
ご

支
援
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
全

力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
５
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

副
議
長
と
い
う
重
責
に
ご
推
挙
い
た
だ
き

こ
の
１
年
務
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
の
思
い
と
は
裏
腹
に
昨
年
９

月
か
ら
ま
っ
と
う
に
議
会
が
開
か
れ
ず
、

住
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
た
び
に
議
会
を
開
催
す
べ
く

私
な
り
に
精
一
杯
の
努
力
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
力
及
ば
ず
副
議
長
と
し
て
職

責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
改
め
て
皆
様
に
お
侘
び
す
る
次
第
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
議
員
と
し
て
住
民
各
位

の
思
い
と
願
い
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ

く
、
民
主
的
な
議
会
運
営
の
実
現
に
向
け

て
奮
闘
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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議
会
運
営
委
員
会

　

会
期
や
議
案
審
議
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

委
員
長　
　

西
村　

潔

　

副
委
員
長　
　

岡
田　

康
則

　

委　
　

員　
　

吉
村　

幸
訓

　

委　
　

員　
　

森
尾　

和
正

　

委　
　

員　
　

池
原　

真
智
子

　

委　
　

員　
　

谷
本　

昌
弘

財
政
健
全
化
特
別
委
員
会

（
平
成
29
年
７
月
24
日
設
置
）

　

委
員
長　
　

岡
田　

康
則

　

副
委
員
長　
　

谷
本　

昌
弘

　

委　
　

員　
　

大
西　

孝
幸

　

委　
　

員　
　

清
原　

和
人

　

委　
　

員　
　

吉
村　

幸
訓

　

委　
　

員　
　

森
尾　

和
正

　

委　
　

員　
　

池
原　

真
智
子

　

委　
　

員　
　

西
村　

潔

　

委　
　

員　
　

中
尾　

伊
佐
男

　

委　
　

員　
　

辻
井　

賢
治

（
役
員
改
選
に
よ
り
一
部
変
更
平
成
30
年
６
月
14
日
）

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
平
成
29
年
７
月
24
日
設
置
）

　

委
員
長　
　

西
村　

潔

　

副
委
員
長　
　

大
西　

孝
幸

　

委　
　

員　
　

清
原　

和
人

　

委　
　

員　
　

吉
村　

幸
訓

　

委　
　

員　
　

岡
田　

康
則

　

委　
　

員　
　

森
尾　

和
正

　

委　
　

員　
　

池
原　

真
智
子

　

委　
　

員　
　

谷
本　

昌
弘

　

委　
　

員　
　

中
尾　

伊
佐
男

　

委　
　

員　
　

辻
井　

賢
治

（
役
員
改
選
に
よ
り
一
部
変
更
平
成
30
年
６
月
14
日
）

総
務
常
任
委
員
会

　

町
の
財
政
、
町
税
、
防
災
、
教
育
及
び
他
の
委

員
会
に
属
さ
な
い
事
項
を
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

厚
生
常
任
委
員
会

　

社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
な
ど
そ
の

他
厚
生
一
般
に
関
す
る
事
項
を
調
査
・
審
査
し
ま

す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

農
業
、
商
工
、
道
路
、
河
川
、
都
市
整
備
、
上

下
水
道
、
住
宅
そ
の
他
経
済
建
設
一
般
に
関
す
る

事
項
を
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

委員長
谷本　昌弘

委員
馬場　千惠子

委員
岡田　康則

委員長
池原　真智子

副委員長
大西　孝幸

委員
疋田　俊文

副委員長
中尾　伊佐男

委員
辻井　賢治

委員長
吉村　幸訓

副委員長
清原　和人

委員
森尾　和正

委員
西村　潔
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西
村　

潔  

議
員

河
合
町
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て

問 

平
成
29
年
12
月
議
会
で
開
示
さ

れ
た
平
成
28
年
ま
で
の
実
績
と
37
年

ま
で
の
人
口
動
態
と
財
政
の
見
通

し
の
中
で
、
将
来
負
担
比
率
に
つ

い
て
河
合
町
は
平
成
28
年
度
で
は

２
２
８
・
４
％
と
奈
良
県
で
は
ワ
ー

ス
ト
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
い

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答 

本
町
の
平
成
28
年
度
の
比
率

２
２
８
・
４
％
の
内
訳
は
、
地
方
債

未
償
還
額
に
よ
る
も
の
が
１
９
９
％

と
大
半
を
占
め
て
お
り
、
次
に
退
職

手
当
負
担
額
が
19
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
半
を
占
め
て
い
る

地
方
債
未
償
還
額
の
内
、
平
成
25

年
度
に
借
入
れ
た
三
セ
ク
債
が
70
・

８
％
、
次
に
平
成
10
年
～
12
年
度

に
整
備
し
た
総
合
福
祉
会
館
が
42
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 （
財
政
課
）

問 

河
合
町
は
社
会
基
盤
整
備
を
計

画
的
に
進
め
、
積
極
的
な
事
業
展
開

を
行
っ
て
き
た
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
ど
ん
な
事
業
展
開
を

行
っ
て
き
た
の
か
、
他
町
に
は
な
い

基
盤
整
備
が
行
わ
れ
た
の
か
説
明
お

願
い
し
ま
す
。

答 

本
町
で
は
文
化
・
福
祉
・
教
育
施

設
を
は
じ
め
、
道
路
・
下
水
道
の
イ

ン
フ
ラ
な
ど
社
会
資
本
整
備
を
計
画

的
に
進
め
、
ま
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や

野
焼
き
な
ど
の
公
害
対
策
に
も
迅
速

に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

財
源
と
し
て
借
入
れ
た
地
方
債
も
比

率
を
引
き
上
げ
る
一
つ
の
要
因
で
す

が
、
特
に
本
町
で
は
将
来
の
財
政
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年

度
に
借
入
れ
た
三
セ
ク
債
が
、
比
率

を
引
き
上
げ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 （
財
政
課
）

森
尾
和
正  

議
員

防
災
無
線
に
つ
い
て

問 

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
か
ら
音
量

が
大
き
く
て
う
る
さ
く
、
音
声
が
聞

き
取
り
に
く
い
と
い
う
苦
情
が
多
く

聞
か
れ
る
が
ど
の
よ
う
な
調
査
、
対

応
を
考
え
て
ま
す
か
。

答 

ア
ナ
ロ
グ
無
線
と
音
量
に
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
音
質
の
違
い
に

よ
り
聞
こ
え
方
に
差
異
が
生
じ
て
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
音
声
に
つ
い
て
は

現
場
で
の
聞
こ
え
方
を
調
査
す
る
な

ど
課
題
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。（

安
心
安
全
推
進
課
）

自
治
会
の
委
託
業
務
に
つ
い
て

問 

町
か
ら
の
配
布
物
な
ど
が
多
く

住
民
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自

治
会
活
動
存
続
の
た
め
、
負
担
の
軽

減
を
考
え
る
べ
き
で
す
。
住
民
の
た

め
に
調
査
し
良
い
方
法
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

答 

配
布
物
の
主
な
も
の
は
広
報
、

県
民
だ
よ
り
、
お
知
ら
せ
版
が
あ

り
、
大
字
自
治
会
に
依
頼
し
、
自
治

会
活
動
の
中
で
対
応
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
意
向
な
ど
を
確
認
し
た

上
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。　
　
　
　
（
政
策
調
整
課
）

有
害
ゴ
ミ
に
つ
い
て

問 

有
害
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
地
区
１

箇
所
、
年
４
回
で
す
が
、
高
齢
者
は

不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
収
集
場
所

を
増
や
す
た
め
に
、
不
燃
ご
み
収
集

場
所
な
ど
に
し
、
毎
月
１
回
の
収
集

に
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答 

収
集
日
に
出
す
の
は
困
難
で
不

便
だ
と
い
う
場
合
は
、
収
集
日
以
外

に
拠
点
回
収
と
し
て
西
大
和
地
区

公
民
館
に
お
い
て
回
収
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
込
み
く
だ
さ

い
。
収
集
回
数
、
収
集
場
所
に
つ
い

て
は
、
現
状
況
を
観
察
し
、
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
（
環
境
衛
生
課
）

谷
本
昌
弘  

議
員

河
合
町
の
人
口
推
移
と
出
生
状

況
に
つ
い
て

問 

平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に
２
万
人

の
人
口
が
現
在
１
７
，８
０
０
人
と

人
口
減
と
同
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生

率
も
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
こ
こ

五
年
間
で
４
３
０
人
。
年
80
人
程
で

す
。
行
く
末
は
本
当
に
不
安
で
す
。

又
財
政
悪
化
も
全
国
で
下
か
ら
二
番

目
と
新
聞
発
表
に
あ
り
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
様
な
中
で
認
定
こ

ど
も
園
の
就
園
人
数
が
最
高
３
５
９

名
と
は
何
故
で
す
か
。

答 

町
財
政
は
か
な
り
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
こ
の
ま
ま
何
の
対
策
も
講

じ
な
け
れ
ば
町
の
活
気
が
失
わ
れ
る

た
め
、
将
来
の
収
支
見
通
し
や
財
政

指
標
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
町
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
人
口
減
少
対

策
な
ど
に
よ
り
収
入
を
増
や
す
努
力

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（

財
政
課
）

答 

認
定
こ
ど
も
園
利
用
予
定
人
数

２
３
９
人
と
西
大
和
保
育
園
定
員

１
２
０
人
２
園
の
合
計
人
数
で
す
。

（
社
会
福
祉
課
）

老
朽
化
し
た
町
の
施
設

問 ① 

町
立
体
育
館
非
常
出
口
の
螺
旋
階

段
の
赤
サ
ビ
穴
あ
き
大
丈
夫
で
す

か
。

② 

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
日
よ
け
テ
ン
ト

の
破
れ

③ 

健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

支
柱
の
赤
サ
ビ
が
激
し
い

④ 

北
体
育
館
周
囲
の
竹
藪
の
伐
採
は

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y
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可
能
で
す
か
。

⑤ 
中
山
台
水
源
地
の
給
水
塔
撤
去
処

分
の
年
次
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

螺
旋
階
段
及
び
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

支
柱
の
サ
ビ
、
竹
藪
の
手
入
れ
等
は

職
員
で
出
来
る
部
分
に
つ
い
て
は
対

応
し
た
い
。
そ
の
他
は
予
算
の
都
合

で
優
先
順
位
で
計
画
し
ま
す
。

（
保
健
ス
ポ
ー
ツ
課
）

答 

給
水
塔
撤
去
に
つ
い
て
は
、
30

年
度
末
か
ら
約
９
ケ
月
の
工
期
で

の
着
工
予
定
で
、
予
算
は
２
億
６
，

８
０
０
万
円
で
す
。 （
上
下
水
道
課
）

馬
場
千
惠
子  

議
員

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

問 

公
立
小
中
学
校
の
給
食
の
保
護

者
負
担
を
全
額
補
助
し
て
無
償
に
す

る
市
町
村
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
河

合
町
で
は
認
定
こ
ど
も
園
の
予
算
も

専
決
処
分
後
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
が

特
殊
出
生
率
も
低
く
子
育
て
し
や
す

い
街
づ
く
り
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
０
１
７
年
１
月
現
在
で
全
額
補
助

が
55
自
治
体
、
９
月
に
は
83
自
治
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
補
助
自
治

体
も
増
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
給
食
費
の
無
償
化

を
実
現
し
て
下
さ
い
。

答 

学
校
給
食
の
経
費
負
担
に
つ
い

て
は
、
学
校
給
食
法
で
食
材
費
は
保

護
者
が
負
担
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
無
償
化
を
実
施
す
る
に
は

６
，０
０
０
万
円
の
負
担
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。（
今
後
も
、
栄
養
面
や
安

心
面
に
配
慮
し
美
味
し
い
給
食
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
）

す
な
丸
号
の
運
行
に
つ
い
て

問 

「
す
な
丸
号
」に
改
称
し
て
、
医

療
機
関
や
商
業
施
設
、
金
融
機
関

な
ど
へ
の
移
動
な
ど
一
定
改
善
さ
れ

ま
し
た
が
豆
山
の
郷
な
ど
公
共
施
設

の
取
り
組
み
時
間
に
対
応
し
て
い
な

い
の
が
現
実
で
す
。
車
内
に
意
見

箱
、
行
事
の
啓
発
、
車
体
に
広
告
な

ど「
す
な
丸
号
」を
活
用
で
き
る
よ
う

「
す
な
丸
号
利
用
向
上
委
員
会
」を
設

置
し
て
町
民
の
移
動
手
段
の
改
善
、

確
保
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

答 

現
在
の
と
こ
ろ
、
運
行
の
大
幅

な
変
更
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

停
留
所
や
発
着
時
間
の
調
整
を
行
い

な
が
ら
公
共
施
設
で
の
講
座
の
対
応

な
ど
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
す
な

丸
号
利
用
向
上
委
員
会
」の
設
置
と

の
ご
意
見
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

意
見
を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
利

用
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
そ
の
利
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。　
　
　

 （
総
務
課
）

　

そ
の
他
に「
日
本
非
格
宣
言
自
治

体
協
議
会
」加
入
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

清
原　

和
人  

議
員

小
学
校
３
・
４
年
生
英
語
活
動
と

５
・
６
年
生
英
語
科
の
移
行
措
置

に
つ
い
て

問 

「
①
増
え
る
15
時
間
の
授
業
確

保
②
外
国
語
教
室
の
設
置
状
況
③
学

習
活
動
を
支
え
る
予
算
措
置
」に
つ

い
て
の
現
状
を
示
し
て
下
さ
い
。

答 

15
時
間
の
時
間
数
の
確
保
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
い
ま

す
。
ま
た
、
英
語
学
習
に
集
中
で
き

る
環
境
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
校
外
国
語
教
室
を
設
置
し
活
用
し

て
い
ま
す
。
英
語
教
育
の
推
進
に
向

け
て
、
教
材
な
ど
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
）

第
二
・
第
三
小
学
校
の
統
合
の
課

題
に
つ
い
て

問 

「
①
一
期
工
事
・
二
期
工
事
・
三

期
工
事
の
プ
ロ
セ
ス
②
工
事
中
の
児

童
の
安
全
確
保
及
び
対
策
③
ま
ほ
ろ

ば
ホ
ー
ル
北
側
、
高
塚
橋
の
一
方
通

行
の
問
題
」に
つ
い
て
の
方
向
性
を

示
し
て
下
さ
い
。

答 

今
年
度
は
南
側
の
棟
を
改
修

し
、
二
期
目
は
中
央
棟
、
特
別
教
室

棟
及
び
渡
り
廊
下
を
行
い
、
三
期
目

は
北
側
の
棟
と
体
育
館
を
改
修
し
ま

す
。
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
工
事

箇
所
に
入
れ
な
い
よ
う
に
フ
ェ
ン
ス

や
コ
ン
パ
ネ
ボ
ー
ド
等
を
設
置
し
ま

す
。

　
「
高
塚
橋
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
歩

道
の
設
置
を
計
画
し
、
高
塚
台
と
中

山
台
自
治
会
の
同
意
を
い
た
だ
い
た

後
、
西
和
警
察
に
一
方
通
行
の
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。（

教
育
総
務
課
）

防
災
無
線
の
運
用
に
関
連
し
て

問 

「
①
音
量
等
の
不
具
合
の
対
応

や
調
査
②
戸
別
受
信
機
に
代
わ
る

「
メ
ー
ル
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
」の
登

録
状
況
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た

対
策
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
答

え
下
さ
い
。

答 

各
屋
外
子
局
の
最
到
達
地
点
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
不
具
合
に
つ

い
て
は
、
丁
寧
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
登
録
状
況
は
、
６
月
１
日
現

在
２
，５
５
０
名
で
人
口
比
14
・
３
％

で
す
。
広
報「
か
わ
い
」で
の
啓
発
、

会
議
、
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
お
い
て
登
録
の
呼
び
か

け
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）
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議員辞職のお知らせ
　６月１２日（火）に岡田美伊子氏から辞職願いが提
出され、地方自治法126条の規定に基づき、６月１４
日（木）に開催された議会の許可を得て、辞職となり
ました。

議場の変更のお知らせ
　７月より、議場の耐震工事が始まりました。
　耐震工事が終了するまでの、議場は３階会議室で
開催する予定です。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願い致します。

大
西
　
孝
幸

清
原
　
和
人

馬
場
千
惠
子

吉
村
　
幸
訓

岡
田
　
康
則

森
尾
　
和
正

池
原
真
智
子

西
村

　
潔

疋
田
　
俊
文

谷
本
　
昌
弘

中
尾
伊
佐
男

辻
井
　
賢
治

議案第２号 平成30年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第３号 河合町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号 河合町特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 河合町心身障害者医療費助成条例及び河合町ひとり親家
庭等医療費助成条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号 河合町道路の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第７号 河合町道路の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第８号 河合町道路の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第９号 工事の請負契約について ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○
議案第10号 工事の請負契約について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第34号 専決処分の承認を求めることについて(平成30年度河合町
生活資金貸付事業特別会計補正予算) ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議員発議第１号 マナーアップ基本条例の検討及び制定のための特別委員
会の設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

請願第１号 議会による個別外部監査の請求 ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ●

平成３０年 第２回（６月）定例会  議決結果賛否一覧　　　　　　　　　　○…賛成　●…反対

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

池
原
真
智
子  

議
員

児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て

問 

命
を
も
奪
わ
れ
る
児
童
虐
待
事

件
は
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
今
年
３
月

に
亡
く
な
っ
た
船
戸
結
愛
ち
ゃ
ん
の

事
件
で
は
、「
お
ね
が
い
ゆ
る
し
て
」

と
の
文
書
を
残
し
て
い
た
こ
と
で
よ

り
私
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
児
童
福
祉

法
と
児
童
虐
待
防
止
法
が
昨
年
４
月

に
改
正
さ
れ
、
と
り
わ
け
平
成
32
年

度
末
ま
で
に
自
治
体
ご
と
の
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な

中
身
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
下
さ

い
。

答 

主
に
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
実

情
の
把
握
と
、
各
種
相
談
に
基
づ
い

て
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
行
い
、
そ
の

上
で
母
子
保
健
施
策
と
子
育
て
支
援

施
策
を
一
体
的
に
提
供
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
子
育
て
期
の
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
円

滑
に
提
供
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　

 （
社
会
福
祉
課
）

河
合
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

問 

こ
の
計
画
は
町
が
実
施
す
る
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
高
齢

者
の
自
立
支
援
、
介
護
予
防
を
目
的

と
し
て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
強
化
と
く
に
要
支
援
者

へ
の
介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援
強

化
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
を

絵
に
描
い
た
餅
に
さ
せ
な
い
た
め
町

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
て
下

さ
い
。

答 

高
齢
化
率
は
近
隣
と
比
べ
て
若

干
高
い
状
況
で
す
。
取
り
組
み
の
中

で
最
も
力
を
注
い
で
い
る
の
は
介
護

制
度
以
外
の
部
分
で
の
支
援
者
養
成

と
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
を
進
め
て
い
る
こ
と

で
す
。
ま
た
こ
の
制
度
の
周
知
の
た

め
に
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
も
協
力
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。（

高
齢
福
祉
課
）
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■
水
洗
化
に
ご
協
力
を

　
河
川
の
水
質
汚
濁
は
、
家
庭
か
ら

の
生
活
排
水
が
主
な
原
因
で
す
。
下

水
道
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
、
快
適

で
衛
生
的
な
生
活
が
で
き
、
川
な
ど

の
水
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、
各
個

人
が
下
水
道
へ
の
接
続
を
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
河
川
の
水
質
は
改

善
さ
れ
ま
せ
ん
。
下
水
道
整
備
区
域

で
水
洗
化
接
続
工
事
が
お
済
み
で
な

い
ご
家
庭
は
、
早
期
に
工
事
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

　
■ 

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
へ

　
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
場
、
洗
面

所
、
洗
濯
場
な
ど
か
ら
排
水
さ
れ

る
、
し
尿
や
生
活
排
水
を
速
や
か
に

下
水
道
に
流
す
た
め
、
私
有
地
に
設

置
さ
れ
る
排
水
管
、
桝
な
ど
を「
排

水
設
備
」と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事
は
一
定
の
技

術
水
準
で
正
し
く
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
町
の
指
定
を
受
け

た『
指
定
工
事
店
』に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
新
築
及
び
増
改
築
の
場
合
も

同
様
で
す
。
ま
た
、
排
水
設
備
計
画

確
認
な
ど
の
事
務
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■ 
下
水
道
利
用
に
つ
い
て
お
願
い

　
下
水
道
に
下
水
以
外
の
も
の
を
流

す
と
、
管
の
詰
ま
り
や
下
水
処
理
場

の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
注
意
し
て
大
切
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

○�

台
所
で
は
野
菜
く
ず
や
天
ぷ
ら
油

な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

水
洗
便
所
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
や
異
物
を
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

○�

ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
爆
発

性
の
高
い
危
険
物
や
廃
油
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
土
砂
や
木
片
、

廃
棄
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
は
む
や

み
に
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

雨
水
を
排
水
す
る
た
め
に
汚
水
桝

の
蓋
を
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雨
水
が
下
水
管
へ
流
れ
込
み
、
道

路
上
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
下

水
が
溢
れ
出
た
り
、
水
圧
に
よ
り

舗
装
等
が
破
損
す
る
事
故
が
奈
良

県
内
で
実
際
に
起
こ
り
ま
し
た
。

宅
地
内
の
雨
樋
が
誤
っ
て
汚
水
桝

に
接
続
し
て
い
た
り
、
雨
の
日

に
水
道
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
汚

水
桝
に
大
量
の
水
が
流
れ
て
い
た

り
、
汚
水
桝
の
蓋
が
開
い
て
い
た

り
、
破
損
し
た
り
し
て
い
な
い
か

を
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

汚
水
桝
の
場
所
や
点
検
方
法
が
わ

か
ら
な
い
、
破
損
等
が
見
つ
か
っ

た
場
合
に
は
、
町
排
水
設
備
指
定

工
事
店
、
ま
た
は
上
下
水
道
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 
悪
質
な
清
掃・
点
検
業
者
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　
「
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
清
掃・点

検
に
来
ま
し
た
」と
、
役
場
か
ら
依

頼
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
営
業
活

動
を
し
て
い
る
業
者
が
い
ま
す
。
町

が
実
施
す
る
場
合
、
事
前
に
上
下
水

道
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
町
が
委
託

し
た
業
者
が
訪
問
す
る
場
合
は
、
必

ず「
身
分
証
明
書
」を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

　
不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
上
下
水

道
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

井
戸
水
な
ど
を
公
共
下
水
道

へ
排
出
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

家
庭
や
工
場・
事
業
所
で
使
用
し

て
い
る
水
道
水
以
外
の
水（
井
戸
水・

湧
水・雨
水
利
用
水
等
）を
公
共
下
水

道
へ
排
出
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
内
容

を
届
け
出
し
て
い
た
だ
き
、
排
出
量

に
応
じ
た
下
水
道
使
用
料
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

上
下
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
け
出
を
怠
る
と
罰
則
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
☎
56・５
２
１
０

　

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で

す
。

　
県
内
の
４
つ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

下
水
道
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
当
日
は
、
お
子
様
向
け

イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。
内
容
は
各

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

　
と
も
に
参
加
は
無
料
で
す
。
受
付

は
当
日
現
地
に
て
行
い
ま
す
。

◇
と
き

　
９
月
８
日（
土
）～
９
月
９
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

◇
と
こ
ろ

　【
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　
大
和
郡
山
市
額
田
部
南
町
１
６
０

　
☎
０
７
４
３・56・２
８
３
０

　【
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　
広
陵
町
萱
野
４
６
０

　
☎
56・３
４
０
０

　【
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　
宇
陀
市
榛
原
福
地
28・１

　
☎
82・５
７
２
５

　【
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　
五
條
市
二
見
５・１
３
１
４

　
☎
０
７
４
７・22・８
６
３
１

※�

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
宇
陀
川
浄

化
セ
ン
タ
ー
、
吉
野
川
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
８
日（
土
）の
み
開
催

快
適
な
暮
ら
し

　
　
清
ら
か
な
水
環
境
つ
く
る
下
水
道

「
下
水
道
の
日
」

施
設
見
学
＆
イ
ベ
ン
ト
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　　排水設備工事は指定工事店へ
　トイレ、台所、風呂場、洗面所、洗濯場などから排水されるし尿や生活排水を速やかに下水道に流すため、私有地
に設置する排水管、桝などを「排水設備」といいます。
　この排水設備工事は、一定の技術水準で正しく行う必要がありますので、必ず町の指定を受けた『指定工事店』（表）
に依頼してください。新築及び増改築の場合も同様です。
　また、排水設備計画確認などの事務手続きの届け出をしてください。

◇問い合わせ　上下水道課　☎５６ー５２１０

会　　社　　名 住　　　　　所 電　話　番　号
㈱アダチ住設 田原本町阪手１７１－１ ０７４４－３３－４１２５
安道管工㈱ 天理市二階堂上ノ庄町９５－９２ ０７４３－６４－０７６０
㈱斑鳩設備 斑鳩町稲葉車瀬１－８－３８ ０７４５－７５－２９３９
池田水道工業㈱ 大和高田市北本町４－２１ ０７４５－５２－２８７１
㈱ e-Naturally 奈良市西九条町３－３－１１ ０７４２－６２－１５２３
池上住宅設備 大和高田市東三倉堂町１４－２８ ０７４５－２３－１６０３
イワオ産業㈱ 奈良市五条畑１－１９－１２ ０７４２－４０－１００３
岩田設備工業 御所市三室６５０－１ ０７４５－６３－２３２９
植田水道工業所 河合町大輪田２０２４ ０７４５－３２－６１１１
瓜生水道衛生設備 田原本町宮森１７２－２ ０７４４－３２－８３０５
㈱エス・イ― 王寺町畠田５－１５－２１ ０７４５－３２－３３９９
㈱エビザワ商店　奈良営業所 田原本町阪手３４－３ ０７４４－３２－０１５５
大角工業 三郷町立野南３－２８－２１ ０７４５－７５－６６０９
㈱大角水道設備工業所 三郷町城山台１－４－３０ ０７４５－７３－４７９０
岡田建設㈱ 河合町川合８３－１ ０７４５－５６－５０６０
㈱岡本設備 上牧町米山台５－５－５ ０７４５－７７－５５４１
香川設備工業所 奈良市八条３丁目７２９－３ ０７４２－６１－１７８９
㈲カキモト設備 王寺町元町２－１－１７ ０７４５－７２－４０６０
角井建築 河合町大輪田２１６１ ０７４５－３２－３４６４
㈱学研都市設備生駒支店 生駒市北田原町２４５２－２１ ０７４３－７９－３２７１
㈱葛城工業 葛城市林堂１００－８ ０７４５－４４－９９９５
㈱河合清掃社 河合町西穴闇４４５－３ ０７４５－５８－２２０７
㈱関西設備 奈良市神功５－２－２９ ０７４２－７２－２９２９
㈱菊池設備 奈良市神殿町４９－２ ０７４２－６１－２４３５
近畿総合建築㈱ 大和高田市南今里町１２番１７号 ０７４４－２３－２２５０
こしの水道設備 御所市柏原上方１６１７－２ ０７４５－６５－２６６９
さくら設備 香芝市藤山２丁目１１６８－９ ０７４５－７８－３０９１
㈱三備 香芝市狐井１４２ ０７４５－７７－４５４９
㈲シブタニ 上牧町上牧２８５０－７ ０７４５－７７－６２５８
島田水道設備 橿原市五井町２７６－３ ０７４４－２２－８２１１
㈱志村設備 平群町若井３５－７ ０７４５－４５－０２４９
㈱城設備工業 香芝市真美ヶ丘７－２－１８ ０７４５－７８－５９６５
昭和空調設備 香芝市平野２０９ ０７４５－４３－６１１８
㈲シラキ設備 広陵町南郷２４３ ０７４５－５５－２０３２
新世紀建工㈱ 香芝市下田西３－９－１６ ０７４５－７７－４３４８
㈱水匠 大和高田市日之出東本町２０－４ ０７４５－５２－３５２９
須賀建設㈱ 香芝市白鳳台２－２２－７ ０７４５－７８－３６６６
大協設備工業所 香芝市北今市４－２４３ ０７４５－７７－２２３５
㈲太陽設備工業所 奈良市西九条町３－６－１５ ０７４２－６２－１２４５
㈱髙井設備 大和高田市土庫２３６－１ ０７４５－２２－０８４９

（平成３０年 6月現在）
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㈲髙倉設備工業 広陵町南郷２７８－５ ０７４５－５５－８７４８
竹田設備工業 宇陀市大宇陀下中２２０５ ０７４５－８３－０７７８
㈱谷垣工業所 奈良市三碓６－８－５４ ０７４２－４５－０１２３
千葉水道工業所㈱ 王寺町本町４－１３－５ ０７４５－７２－４７５０
辻井建設 河合町大輪田１５ ０７４５－７２－２７５５
㈲東和技研工業 宇陀市榛原額井１０６８ ０７４５－８２－４１２７
東和設備工業 香芝市上中５２８－１ ０７４５－７６－４４４９
富水道工業所 大和高田市秋吉６８－４ ０７４５－５２－０１１０
中川設備 天理市二階堂南菅田町１４ ０７４３－６４－５１０８
ナカジマ設備 王寺町畠田５－１９－１７ ０７４５－７３－１３９９
中島設備工業㈱ 大和高田市吉井２０８ ０７４５－５２－８６１８
中伸設備 河合町穴闇９８８ ０７４５－５６－４５４３
㈲ニコー設備　奈良支店 橿原市八木町１－４－１５－３０３ ０７４４－４１－０５４４
西川技設商会 安堵町東安堵１９３－１ ０７４３－５７－３２３８
西澤設備 河合町高塚台２－３８－３－２０５ ０７４５－６０－１３９６
西田設備 橿原市十市町１１７５－３ ０７４４－２５－６０４６
㈲ニッカン 河合町西穴闇４８－３ ０７４５－５６－５９６９
㈱西脇産業　奈良営業所 奈良市白毫寺町６７－３ ０７４２－２３－０５４７
野中設備興業 橿原市雲梯町８６５ ０７４４－２１－０２１８
美堅工業 大淀町下渕５９６－７ ０７４７－５３－２７７０
美水設備 大和高田市西坊城４７４－３ ０７４５－２５－７７７２
日之出水道工業所 香芝市五位堂４丁目２３２－８ ０７４５－７７－４０１３
ヒロセ設備 桜井市外山９００－１ ０７４４－４２－５３８２
福島設備 御所市元町葛城台４９３－１８０ ０７４５－６５－０３２６
布家設備工業所 広陵町広瀬１１１０－１８ ０７４５－５６－４０７１
藤井住宅設備㈱ 香芝市鎌田６２４－３ ０７４５－７６－７７８１
フジヨシ工業 三郷町立野南１－１７－１１－４０７ ０９０－３３５３－７４８８
㈱平城設備 奈良市西ノ京町１－３７ ０７４２－９４－５２００
㈱豊国 河合町池部２－７－５ ０７４５－５７－１５０２
㈲細川商会 葛城市加守９８２－１ ０７４５－７６－４６４８
北葛創備 河合町穴闇２４９ ０７４５－５６－６２３６
㈱マエダ 大和郡山市額田部寺町１５－１ ０７４３－５６－５１０６
㈱マツシタ 王寺町畠田７－９－５ ０７４５－７２－７７６２
マルコウ設備㈱　奈良営業所 宇陀市菟田野岩崎３２番－１ ０７４５－８４－２３７０
㈱水野組 河合町西穴闇４４０－１ ０７４５－５７－２５５９
宮本設備工業 香芝市平野５－４ ０７４５－７８－６５６９
㈱森水道工業所 天理市田部町３９７－１０２ ０７４３－６３－９９５０
㈱森村設備 奈良市四条大路３－２－７３ ０７４２－３４－６４００
㈱山口設備生駒支店 生駒市南田原町１１５８－１９ ０７４３－７１－０６６６
㈱山下設備 斑鳩町法隆寺南１－１－２６ ０７４５－７４－２７８９
山本建設工業 奈良市藤原町２５－１　 ０７４２－６１－０７１７
山本工業 河合町薬井３６７ ０７４５－３２－３１４９
㈱山本設備工業 広陵町みささぎ台６－１０ ０７４５－５５－３８７５
有倖設備㈱ 奈良市富雄北３－１－４０ ０７４２－４５－３４３０
㈱吉川設備 三郷町信貴ヶ丘３－７－１ ０７４５－３２－６０００
㈱吉田設備 三郷町立野北３－６－３ ０７４５－３２－５０８８
緑樹㈱ 河合町佐味田２３６７ ０７４５－５６－２６６９
渡辺設備工業㈱ 大和高田市田井新町３－１７ ０７４５－２２－１７６８

※表は、五十音順に表示しております。
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心
身
障
害
者・
ひ
と
り
親

家
庭
等・
重
度
心
身
障
害
老

人
等
の
各
医
療
費
受
給
資
格

を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月
か

ら
の
年
度
更
新
申
請
を
済
ま

せ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
７

月
末
で
資
格
が
切
れ
て
い
ま

す
。

　

申
請
が
ま
だ
の
方
は
早
急

に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
が
な
い
と
受
給

資
格
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」と

は
、
ど
こ
の
医
療
機
関
で

書
い
て
も
ら
っ
た
処
方
箋
で

も
す
べ
て
持
っ
て
い
き
、
調

剤
し
て
も
ら
う
薬
局
の
こ
と

で
、
次
の
よ
う
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

○�
薬
の
副
作
用
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
な
ど
を
継
続

的
に
記
録
す
る

○�

複
数
の
医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
て
い
る
薬
の
飲
み
合

わ
せ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
《
お
薬
手
帳
》

　

お
薬
手
帳
と
は
、
医
療
機

関
で
処
方
し
て
も
ら
っ
た
薬

を
記
入
し
て
も
ら
う
手
帳
で

す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
で
も
ら

え
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
と
き
や
、
災
害

時
な
ど
で
も
、
普
段
服
薬
し

て
い
る
薬
が
わ
か
り
、
安
全

に
処
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊�

家
に
た
く
さ
ん
お
薬
を
余

ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ま
た
多
剤
服
薬
で
健
康
被

害
を
お
こ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
か
か
り
つ
け
薬
局

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
院
で
処
方
さ
れ
る
医
療

用
医
薬
品
に
は
先
発
医
薬
品

と
後
発
医
薬
品
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
）は
、
先
発

医
薬
品（
新
薬
）と
治
療
学
的

に
同
等
で
あ
る
も
の
と
し
て

製
造
販
売
が
承
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
薬
に
比
べ
て
開
発

費
用
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
の

で
、
薬
価
が
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。
価
格
は
新
薬
の
約
５

～
６
割
程
度
と
な
り
、
窓
口

で
の
負
担
が
少
な
く
な
る
こ

と
や
、
医
療
財
政
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

処
方
せ
ん
に
あ
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の「
変
更

不
可
」欄
に
お
医
者
さ
ん
の

サ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
が

可
能
で
す
。
ま
ず
お
医
者
さ

ん
や
薬
剤
師
さ
ん
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

上
手
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

の
す
す
め

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

福
祉
医
療
制
度
の
年

度
更
新
は
お
済
み
で

す
か
？

※過去１２か月以内に３回以上高額療養費の支給があった場合の４回目以降の限度額です。

現役並みⅠ・Ⅱの方は、平成３０年８月から新たに「限度額適用認定証」が発行されることとなるので、交付を受ける
ことをおすすめします。
低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、従来どおり「限度額適用・標準負担額減額認定証」を交付します。
認定証が必要な方は住民福祉課へ申請してください。

  ７０歳以上の皆さんへ
平成３０年８月から、医療費が高額になったときの自己負担限度額が変わります
自己負担限度額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まります。
◆７０歳以上の方の自己負担限度額（月額）



19

HEALTH CALENDER
健康カレンダー

　　成人健康相談（生活習慣病予防）
とき・ところ  ８月１０日（金）　保健センター
　　　　　 ８月２８日（火）　豆山の郷
時　間　午前１０時～１１時
対　象　町内在住の成人
内　容　血圧測定・尿検査・個別相談
持ち物　健康手帳、お薬手帳、健診結果

　　乳幼児相談
とき・ところ　８月２日（木）・１７日（金）
　　　　　　 ９月６日（木）　保健センター
時間　午前９時～１０時３０分
対象　町内在住の乳幼児・妊産婦
内容　計測・栄養・育児相談
※ ８月17日（金）のみ助産師の授乳相談あり
※ ９月６日（木）のみ歯科相談あり
持ち物　母子健康手帳

　　ぷちサロン（乳幼児相談のときに開催しています）
とき・ところ　８月２日（木）・１７日（金）
　　　　　　 ９月６日（木）　保健センター
時間　午前９時～１１時
対象　町内在住の乳幼児・妊産婦
※ 月ごとの遊び内容は２回とも同じ内容です
　８月：ポンポン遊び（持ち物：特になし）
　９月：風船あそび（持ち物：特になし）

　　子育てママの体力アップサロン
とき・ところ　８月２１日（火）　豆山の郷
時間　午前１０時～１１時
対象　町内在住の子育て世代の女性
※ お子さん同伴・親のみでも大丈夫です。
※ 運動できる服装でお越しください。
持ち物　お茶、汗拭きタオル

　　乳児健診
とき・ところ　８月７日（火）　保健センター
時間　午後１時３０分～２時
対象　平成３０年２月・３月・４月生まれ
の児
※ 対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳

　
お
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

◇�

と　

き　
①
８
月
20
日（
月
）�

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

内
容：
離
乳
食
試
食
、
お
話
会
の

手
遊
び
、
交
流
会

　
②
８
月
23
日（
木
）�

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
内
容：虫
歯
予
防
の
話
、
交
流
会

◇
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー�

◇
対　

象　
４
ヵ
月
～
８
ヵ
月
児
と
保
護
者

◇
対　

象

◎�

乳
が
ん
検
診　
昭
和
52
年
４
月
２
日
～
昭
和

53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◎�

子
宮
頸
が
ん
検
診　
平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

対
象
者
に
は
４
月
末
に
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
受

診
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
有
効
期
限　
平
成
30
年
12
月
末�

　
夏
休
み
に
料
理
を
通
し
て
、
親
子
や
友
だ
ち

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と　

き　
８
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

◇
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
２
階
調
理
室

◇�

対　

象　

町
内
在
住
の
小
学
生
20
人
と
そ
の

保
護
者

◇
費　

用　
大
人
３
０
０
円　
子
ど
も
２
０
０
円

◇�

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
水
筒
、
筆
記
用
具

◇�

そ
の
他　
子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す

が
、
送
迎
は
保
護
者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま

す
。
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
の
様
子
を

写
真
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◇�

申
し
込
み　
８
月
６
日（
月
）よ
り
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
受
付
。（
※
先
着
順
）ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◇�

メ
ニ
ュ
ー　
鮭
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
チ
ー
ズ
焼
き
、

エ
ビ
と
き
ゅ
う
り
の
炒
め
も
の
、
あ
さ
り
の

酒
蒸
し
、
し
じ
み
の
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト

◇
主　

催　
河
合
町
食
生
活
推
進
研
究
会

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
手
軽
に
で
き
て
、
健
康
づ
く

り
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ

な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
全
国
で
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
学
び
、

日
々
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

◇�

と　

き　

９
月
８
日（
土
）　

午
後
１
時
～
３

時（
受
付
開
始：午
後
０
時
30
分
）

◇
と
こ
ろ　
町
立
体
育
館

◇
対
象
者　
町
内
在
住
の
方

◇
持
ち
物　
上
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

◇�

講　

師　

小
坂　

愛
先
生（
全
国
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟
指
導
委
員
）、
有
賀　
暁
子
先
生（
全

国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
指
導
委
員
）

※
講
習
中
の
ビ
デ
オ
撮
影
は
禁
止
し
ま
す
。

※�

こ
の
講
習
会
は
、
一
般
財
団
法
人
簡
易
保
険

加
入
者
協
会
の「
ラ
ジ
オ
体
操
DE
健
康
タ
ウ

ン
」支
援
事
業
に
よ
り
講
師
派
遣
が
行
わ
れ

ま
す
。

◇
申
し
込
み

　
保
健
ス
ポ
ー
ツ
課　
☎
56・４
６
０
０

　
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
☎
56・６
０
０
６

離
乳
食
教
室

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

夏
休
み
親
と
子
の
お
さ
か
な
料
理
教
室
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募　集

河合町役場職員募集

平成３１年度 河合幼稚園 園児募集

◇試験職種・採用予定人数（平成３１年４月採用予定）
　①一般事務職　５名程度　　②土木・建築技術職　　２名程度
　③保健師　　　１名程度　　④幼稚園教諭・保育士　３名程度
◇受験資格
　①一般事務職
　　・昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、平成３１年４月１日現在における年齢が１８歳以上の人
　　・学校教育法による高等学校以上の学校を卒業、または平成３１年３月末日までに卒業見込みの人
　②土木・建築技術職
　　・昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、平成３１年４月１日現在における年齢が１８歳以上の人
　　・�学校教育法による高等学校以上の土木・建築専門課程を卒業、または平成３１年３月末日までに卒業見込みの人
　③保健師
　　・�保健師免許状所持者で、昭和５５年４月２日以降に生まれた人
　　＊平成３１年３月末日までに取得見込みの者についても可とします。
　④幼稚園教諭・保育士　
　　・幼稚園教諭免許状及び保育士資格の両方の所持者で、昭和４９年４月２日以降に生まれた人
　　＊平成３１年３月末日までに取得見込みの者についても可とします。
◇第１次試験日（一般教養試験、適性検査、論文試験、土木・建築専門試験）
　平成３０年９月１５日（土）、１６日（日）
　＊第２次試験を予定しています。
◇試験案内、申込書等の交付期間
　８月２日（木）～８月１７日（金）（午前９時～午後５時　土日祝除く）
　＊インターネット、郵送による請求はできません。（代理可）
◇申込書等の受付期間（受験手続き）
　８月１５日（水）～８月２１日（火）（午前９時～午後５時）
　＊土日も受付しています。
　＊インターネット、郵送による受付はしていません。必ず受験者本人が持参してください。
◇その他
　受験手続きなど、詳しくは試験案内をご覧ください。（町ホームページで閲覧できます。）
◇交付・受付・問い合わせ
　任用試験委員会（役場総務課内）　☎内線２２５

　平成３１年度河合町立河合幼稚園の入園児を募集します。入園を希望される方は、次の通り申請を行ってくだ
さい。
願書交付　◇と　き　９月３日（月）～１３日（木）　午前９時～午後４時（土・日を除く）
　　　　　◇ところ　河合幼稚園・西大和地区公民館（役場出張所）・教育委員会総務課　

入園料・保育料
　◇入園料　なし
　◇�保育料　子ども・子
育て支援新制度に
伴い、各家庭事情
により金額が異なり
ます。（上限月額６，
２００円）

問い合わせ
　河合幼稚園
　☎７３－７２７０
　ＦＡＸ７３－７２９１

３年保育（３歳児） ２年保育（４歳児） １年保育（５歳児）

入園資格
平成２７年４月２日～
平成２８年４月１日に
生まれた幼児

平成２６年４月２日～
平成２７年４月１日に
生まれた幼児

平成２５年４月２日～
平成２６年４月１日に
生まれた幼児

募集人員
５０人

※定員を超えた場合は
抽選となります。

定員７０人とし、現園児を差し引いた人数

願書受付
平成３０年９月１０日（月）～１４日（金）�午前９時～午後４時までに、
河合幼稚園へ提出してください。
※〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰住民票謄本及び印鑑を持参してください。

面接 河合幼稚園（河合町広瀬台１丁目９番地２）で行います。
面接日時は後日、幼稚園より連絡します。

平成３１年度　河合町立河合幼稚園　園児募集要項
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募　集

平成３０年度　緑化作品コンク－ル

「人権学習講座」 受講生募集

自衛官等募集

　緑化推進委員会では、緑化運動への理解と関心を高めることを目的とした、緑化ポスターを募集します。
◇応募資格　①一般の部　町内在住・在勤で１６歳以上の方　　②学校の部　町内在住の小学生及び中学生
◇テ ー マ　緑豊かな町づくり、緑のあるくらしなど緑化を題材とした作品
◇作　　品　未発表のもので一人１点とする。　①緑化ポスター　市販の画用紙で、材料は自由
　◎標語（例）　《緑を大切にしましょう》�《花いっぱいの街づくり》�《緑は地球を救う》

作品の裏面に応募者の住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、学生の場合は学校名、学年、組を必ず明記してください。
◇応募締切　９月１０日（月）
◇審査及び賞　一般の部・学校の部ごとに、それぞれ最優秀賞・優秀賞・奨励賞を選考します。
◇�発　　表　コンクールの結果は、入選者に直接通知（学校の部は学校長に通知）します。作品の展示場所につい
ては未定です。
◇提出・問い合わせ　地域活性課内　河合町緑化推進委員会事務局　☎内線１９３・１９６

　人権に関する正しい知識を習得し、あらゆる人権問題の解決に向けて行動できる知識を身につけていただける
講座を下記の通り開催します。今年度は、同和問題の歴史や戦争中の人権などについて学習し、自分を元気に
し、大切にする体ほぐしを体験します。

◇対象者　町内在住・在勤の成人の方　　◇定員　各講座　先着３０名
◇申込期日　８月２４日(金)　　◇受講料　無料
※４回シリーズの講座のため、できるだけ連続して受講できる方を優先します。
※現地学習については、歩きやすい服装・運動靴で、飲料水を持参してください。
◇申し込み・問い合わせ　生涯学習課　☎５７－２２７１

　防衛省では、平成３０年度採用の防衛大学校学生を募集しています。ホームページ等でも資料閲覧、請求がで
きます。　奈良地方協力本部　http://www.mod.go.jp/pco/nara

◇�問い合わせ　自衛隊橿原地域事務所　☎０７４４－２９－９０６０

募集項目 受付期間 試験日 応募資格

防衛大学校学生
（推薦）

９月５日～
９月７日まで ９月２２日及び９月２３日

高卒（見込含）１８歳以上２１歳未満の者
（平成３１年４月１日現在）
※�高等学校長の推薦書等が別途必要です。

防衛大学校学生
（総合選抜）

９月５日～
９月７日まで

１次試験　９月２２日
２次試験　１０月２７日及び
　　　　　１０月２８日

高卒（見込含）１８歳以上２１歳未満の者
（平成３１年４月１日現在）
※�高等学校長の推薦書等が別途必要です。

とき・ところ 内　　　容 講　　　師

１
９月１４日（金）
午後２時～４時
豆山の郷１階研修室

講演
紙芝居は楽しいぞ

—戦争翼賛時代の「国策」紙芝居—

紙芝居師・紙芝居研究家
鈴木　常勝　氏

２
１０月１２日（金）
午後２時～４時
豆山の郷１階研修室

講演
葛城古道を歩く　１

天理大学講師
吉田　栄治郎　氏

３
１１月９日（金）

午後１時～４時３０分
町民プール前集合

フィールドワーク
葛城古道を歩く　２

天理大学講師
吉田　栄治郎　氏

４
１２月１４日（金）
午後２時～４時
豆山の郷１階研修室

講演
心身をリラックスさせる体操
－気持ちよく体ほぐし－

Brisa(ブリーザ)主宰
リラクゼーション、ボディワーカー　

栗岡　多恵子　氏
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news & information

平
成
30
年
度 

県
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定

共
通
試
験
・
受
験
講
習

◇�

受
験
講
習
日・と
こ
ろ　
10
月
31
日（
水
）

　
午
後
１
時
～
４
時　
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　
※
希
望
者
の
み

◇�

試
験
日・と
こ
ろ　
11
月
７
日（
水
）

　
午
後
２
時
～
４
時　
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

◇�

受
験
資
格　
試
験
日
に
、
成
人
で
か
つ
次

の
条
件
を
満
た
す
者
。

　
①�

高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
、
建
築
科
な

ど
の
修
了
者
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相
当

す
る
課
程
を
修
了
し
卒
業
し
た
者

　
②�

①
に
該
当
し
な
い
高
等
学
校
を
卒
業
し
、

下
水
道
工
事
、
排
水
設
備
工
事
の
設
計

施
工
に
１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者

　
③�

下
水
道
工
事
、
排
水
設
備
工
事
の
設
計

施
工
に
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者

◇�

申
し
込
み　
上
下
水
道
課
で
配
布
し
て
い

る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇�

添
付
書
類

・�

経
歴
書（
試
験
と
講
習
申
込
書
を
併
用
）

・�

住
民
票
の
写
し（
コ
ピ
ー
は
不
可
。
申
込
日

前
３
ヵ
月
以
内
に
発
行
し
た
も
の
）

・
卒
業
証
明
書（
受
験
資
格
者
③
は
不
要
）

・�

証
明
写
真
４
枚（
縦
3.5
㎝
×
横
2.5
㎝
。
申
込

日
前
３
ヵ
月
以
内
に
撮
影
。
裏
面
に
氏
名

記
入
。
申
込
書
に
貼
付
）

・�

受
験・
受
講
票
送
付
用
封
筒（
切
手
貼
付
、

宛
先・郵
便
番
号
記
入
）

・�

受
験・
受
講
手
数
料
振
込
金
受
取
書（
コ

ピ
ー
可
）

◇�

手
数
料

　
試
験
受
験
手
数
料　
８
，５
０
０
円

　
受
験
講
習
受
講
手
数
料　
３
，０
０
０
円

◇�

受
付
期
間

　
８
月
20
日（
月
）～
８
月
31
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時　
※
土
日
祝
を
除
く

◇�

受
付
場
所

　
上
下
水
道
課　
※
郵
送
で
の
受
付
不
可

◇�

問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
☎
56・５
２
１
０

水
質
検
査
の
結
果

　

６
月
12
日（
火
）に
水
質
検
査（
全
項
目
）を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
検
査
箇
所（
佐
味

田
、
久
美
ケ
丘
）で
水
質
基
準
に
適
合
し
て
お

り
、
異
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
☎
56・５
２
１
０

ロ
ボ
ッ
ト
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を

し
よ
う
！

　

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
塾
で
は
、
レ
ゴ

で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。
参
加
者
で
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
動
で
動
か
し
て

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
競
争
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇�

と　
き　
９
月
８
日（
土
）

　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
③
午
後
３
時
10
分
～
４
時
40
分　

�

◇�

と
こ
ろ　
高
山
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ザ
４
階

（
学
研
北
生
駒
駅
よ
り
バ
ス
、
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ザ
下
車
）

◇
参
加
費　
５
０
０
円
／
人

◇
対　
象　
小
学
生（
保
護
者
同
伴
要
）

◇�

定　
員　
各
回
８
人（
抽
選
制
）※
当
選
通

知
は
、
８
月
24
日（
金
）ま
で
に
行
い
ま
す
。

落
選
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇�

申
し
込
み　
参
加
者
の
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
イ

ベ
ン
ト
名
称
、
希
望
時
間（
第
３
希
望
ま

で
）を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◇�

申
込
期
間

　
８
月
１
日（
水
）～
８
月
20
日（
月
）

◇�

宛
先・問
い
合
わ
せ　
奈
良
先
端
大
支
援
財
団

　
☎
０
７
４
３・72・５
８
１
５　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
７
４
３・72・５
８
１
９　

郵
送�

〒
６
３
０・
０
１
０
１�

生
駒
市
高
山

町
８
９
１
６・12

　
Ｅ
メ
ー
ル�kagaku@

science-plaza.or.jp

消
費
税
軽
減
率
制
度
の
説
明
会 

開
催

　
平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る「
消

費
税
軽
減
税
率
制
度
」の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

◇
と　
き　
９
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

◇�

と
こ
ろ　
大
和
高
田
市
文
化
会
館（
さ
ざ
ん

か
ホ
ー
ル
）

◇�

問
い
合
わ
せ　
葛
城
税
務
署
法
人
課
税
第

一
部
門　
☎
０
７
４
５・22・２
８
２
６

葛
城
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
相
続
税・
贈
与
税・
譲
渡
所
得
に
関
す
る
来

署
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
、
葛
城

納
税
協
会
、
近
畿
税
理
士
会
も
し
も
し
税
金

相
談
室
に
お
い
て
も
無
料
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
葛
城
税
務
署
　
資
産
課
税
部
門

　
☎
22・２
８
０
９

　
毎
週
水・金
曜
日　
※
事
前
予
約
制

・
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部

　
☎
22・５
２
８
８

　
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

・
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会

　
☎
22・６
０
７
１

　
毎
週
木
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

・
近
畿
税
理
士
会
も
し
も
し
税
金
相
談
室

　
☎
０
５
０・５
５
２
０・７
５
５
８

　
月
～
金
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　
い
じ
め・体
罰・不
登
校・児
童
虐
待
な
ど
の

子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

が
無
料・秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
と　
き　
８
月
29
日（
水
）～
９
月
４
日（
火
）

◇
受
付
時
間

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
土
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
電
話
番
号　
☎
０
１
２
０・０
０
７・１
１
０

　
※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

◇�

対　
象　
県
内
在
住
の
児
童・生
徒
及
び
そ

の
保
護
者

◇�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職

員
◇�

問
い
合
わ
せ　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課　
☎
０
７
４
２・23・５
４
５
７
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8 月のお知らせ
「
葛
城
エ
コ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

王
寺
町・
上
牧
町・
河
合
町
の
３
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。

◇�

と　
き　
10
月
21
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
と
こ
ろ　
上
牧
町
役
場
前
駐
車
場

◇�

そ
の
他　
①
応
募
多
数
の
場
合
、
募
集
期
間
中
に
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
②�

販
売
ス
ペ
ー
ス
は
、
す
べ
て
青
空
に
な
り
ま
す（
テ
ン
ト
な
し
）。

　
③�

募
集
要
項
及
び
出
店
者
申
込
書
は
、
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

◇�

申
込
期
間　
８
月
20
日（
月
）～
８
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇�

問
い
合
わ
せ　
葛
城
エ
コ・フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

（
王
寺
町
商
工
会
）　
☎
72・５
１
０
５

２
０
１
９
年
版 

奈
良
県
民
手
帳

　
２
０
１
９
年
版
奈
良
県
民
手
帳
の
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
表
紙
は
県
章
の
色
で
あ
る
す
ほ
う
色
及
び
黒
色
の
２
種
類
か
ら
選
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。
県
内
の
官
公
庁
や
救
急
医
療
施
設
の
住
所
一
覧
、

県
民
相
談
窓
口
に
加
え
、
人
口
や
産
業
な
ど
、
全
国
と
県
、
市
町
村
の

主
要
統
計
デ
ー
タ
、
県
内
の
郵
便
番
号
、
大
和
の
主
な
年
中
行
事
な
ど

の
情
報
を
掲
載
し
、
日
記
の
ペ
ー
ジ
に
は
過
去
５
年
間
の
天
気
マ
ー
ク

も
付
い
て
い
ま
す
。

　
１
冊
５
０
０
円（
税
込
）で
10
月
頃
に
発
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
予
約

申
し
込
み
は
９
月
５
日（
水
）ま
で
、
地
域
活
性
課
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ　
地
域
活
性
課　
☎
内
線
１
１
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
会
員
募
集

　
高
齢
社
会
を
迎
え
、
手
助
け
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
増
え
て
い

ま
す
。
定
年
退
職
後
で
健
康
維
持
の
た
め
仕
事
を
始
め
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
会
員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

体
力・
能
力
の
希
望
に
応
じ
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
仕
事
の
内
容

に
よ
っ
て
配
分
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

◇�

問
い
合
わ
せ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎
58・３
５
１
５

【
敬
老
の
日
サ
ー
ビ
ス
】

　
敬
老
の
日
に
限
り
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
次

回
無
料
入
浴
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。（
当
日
の
利
用
不

可
。
利
用
期
限：平
成
30
月
11
月
30
日
）

◇�

と
　
き　
９
月
17
日（
月・祝
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
11
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
浴
受
付：午
後
10
時
）

◇�

対
　
象　
65
歳
以
上（
昭
和
28
年
以
前
生
ま
れ
）の

町
内
在
住
の
方

◇�

そ
の
他　
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
運

転
免
許
証・
健
康
保
険
証
な
ど（
コ
ピ
ー
不
可
）と

当
日
入
浴
券
ま
た
は
回
数
券
を
受
付
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

【
組
合
市
町
別
無
料
入
浴
日
】

　
か
も
き
み
の
湯
で
は「
組
合
市
町
別
無
料
入
浴
日
」

が
あ
り
、
河
合
町
民
の
方
は
、
９
月
13
日（
木
）に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
河
合
町
民
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
運

転
免
許
証・
健
康
保
険
証
な
ど
を
受
付
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。（
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。）
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わ
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も
き
み
の
湯

　
御
所
市
大
字
五い

う
か

百
家
３
３
３　
☎
66・
２
６
４
１

か
も
き
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ら
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ら
せ

か
も
き
み
の
湯
か
ら

お
知
ら
せ

　お母さんが見守りながら、子どもと安
心して遊べる「つどいのひろば」を開催し
ています。保育士やボランティアがいつ
もいます。
　時間内は出入り自由です。気軽にあそ
びに来てくださいね。
☆とき　　毎週火・水・金曜日
　　　　　午前１０時〜午後３時　
☆ところ　豆山の郷1階キッズコーナー
☆対象　　町内在住の未就園児と保護者

つどいのひろばイベント“親子あそび”

　毎月１回金曜日、保育士による乳児と保護者を対象とした
親子遊びを行っています。※申し込み不要。参加無料。
♢�とき　８月１０日(金)　午前１０時〜３０分程度
♢�内容　朝の歌・手遊び・お誕生会・縁日あそび・プールあそびなど
◇�問い合わせ　西穴闇保育所･つどい
のひろば担当　☎�56 - 5 908
　♡あそびに来てくださいね♡

毎月イベント終了後は、相談事業を行っています。
子育ての悩み事など相談があれば、気軽に声をかけてくださいね。
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　平成26年度から本町とパナソニックホームズ株式会社とが連携し、「かわい浪漫プロジェクト」として人口減少
対策等に取り組んでいます。その一環として、住宅診断を無料で実施させていただき、その診断結果等の情報を
ストックすることで、今後の移住定住促進策に役立てさせていただきます。
　今年度は町内の空き家利活用促進を目的として対象は空き家とします。お気軽にお申し込みください。

◇申し込み　「くらしのご相談センター」　河合町中山台２－７　イオン西大和店内2階
　　　　　　☎０１２０－５６８－３５６　午前１０時～午後６時（水曜定休）
※年末年始、夏季及び臨時行事で休業にさせていただく場合があります。
◇受付期間　８月１日（水）～平成３１年１月３１日（木）　先着５戸
※募集戸数に達した時点で締切
※�平成３１年２月８日（金）までに住宅診断を実施できる場合に限ります。（締切直前にお申し込みが集中しますと、ご
希望に添えない場合がございますのでご了承ください。）

　町ホームページ等から申込書を取得し、直接「くらしのご相談センター」までお持ちください。

（注１）�住宅診断の結果は、住まいの維持保全や利活用の提案を目的として本町と連携協定を締結している、パナソ
ニックホームズ株式会社及びそのグループ会社へ情報提供しますので、予めご了承ください。

（注２）固定資産税等の滞納がある方は申し込みできません。
◇問い合わせ　政策調整課　☎内線２１３

町内空き家限定の住宅診断（インスペクション）
サービス募集開始！

　現在、奈良県内でも４施設しかない映画館（シネマコンプレックス）の一つが、ここ河合町にあります。数あ
るスクリーンでさまざまな映画を上映しているので、家族や友達、恋人同士など幅広い世代が楽しむことが
できます。夏休みは非日常を求めて映画の世界へ…なんて過ごし方も。
　河合町民限定の映画優待券も販売していますので、ご利用いただき、気軽に行けるシネマライフを満喫
してください。

◇購入額　１枚　１,３００円
◇手続き　西大和地区公民館（役場出張所）で簡
単な手続きで優待券を購入できます。販売時間
は午前９時～午後５時（土日祝も可、ただし年
末年始１２月２９日～１月３日は不可）

◇対　象　町内在住で、かつ映画鑑賞料金を１,８００円（一般）及び
１,５００円（大学生）でお支払いされる方はお得です。なお、上記の方
でも本券よりお得なサービスを受けられる日がありますので、イオン
シネマのホームページなどでご確認ください。

　（ハッピー５５、ハッピーマンデーなど）
◇問い合わせ　政策調整課　☎内線２１３

「そうだ、やっぱり河合で暮らそう！」
　この取り組みは、街再生総合戦略に基づくものです。

暑い夏、
映画館でクールに満喫しようすな☆

1,800円や1,500円でチケットを
購入されていた方へ！

先着
５戸
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相談のご案内
人権・行政・心配ごと相談

　家庭のことから国の仕事まで、人権擁
護委員・行政相談委員・民生委員が相談に
応じます。
とき　8月17日（金）　午後１時～４時
ところ　豆山の郷
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

消費生活相談

　契約や買い物のトラブル、架空請求や
多重債務など、消費生活相談員が相談に
応じます。　
とき・ところ
①�月曜日�午後１時～５時、水曜日�午前９
時～午後１時／河合町役場２階相談室　
②�火曜日�午後１時～５時、木曜日�午前９
時～１時／上牧町役場１階町民相談室
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

無料法律相談

　相続や不動産、離婚などについて、弁
護士が相談に応じます。要予約。
とき　8月24日（金）　午後１時～４時
ところ　役場２階相談室
定員　６人（１人30分）
申し込み　8月21日（火）　午前10時
役場２階相談室にて抽選。定員に満たな
い場合は、電話予約を受付。
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

女性・ＤＶ電話相談

とき　火・金曜日　※祝日の場合、前日
　午前10時～ 12時、午後１時～３時
電話・FAX番号　NPOなら人権情報セン
ター河合支局　☎57-2908

子どもに関する電話相談

●子育ての相談　月～金曜日
　地域子育て支援センター
　（西穴闇保育所）　☎56-5908
●育児・発育の相談　月～金曜日
　保健センター　☎56-6006
●小・中学校の相談　月～金曜日
　教育総務課　☎内線250
●その他子育ての相談　月～金曜日
　社会福祉課　☎内線169

高齢者に関する電話相談

とき　月～金曜日
問い合わせ　地域包括支援センター
　　　　　　☎内線175・178・186

8月

火災・救急などの出場状況
西和消防署より

6 月中 本年累計

河 合 町
火 災 0 件 3 件
救 急 71 件 372 件

西和管内
火 災 1 件 22 件
救 急 531 件 2,894 件

毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
で
す

毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
で
す
。
て
ん
い
ち
は
、

英
語
の
10
「
て
ん
」
と
「
い
ち
」
を
合
わ
せ
て
『
て
ん
い
ち
』

（
11
）
と
い
う
意
味
で
す
。

まほろば夢市
随時生産者を募集しています！

　地元で収穫された野菜などを生産者が提供する朝市です。
◇と　き　毎週日曜日　午前９時～売切れ次第終了
◇ところ　近鉄大輪田駅高架北側（雨天決行）
◇その他　駐車場あり。マイバッグを持参してください。
◇問い合わせ　地域活性課　☎内線117

　農地及び森林を相続された場合、届出が必要です。地域活性課にお
問い合わせください。
◇問い合わせ　地域活性課（農業委員会事務局）　☎内線１１７・１９８

農地及び森林の相続等
届出のお願い
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図書だより
【開館・休館のお知らせ】
開館　　火～日曜日　午前９時３０分～午後５時（金曜日は午後７時まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）
※８月３１日（金）は、月末図書整理のため休館です。
◇問い合わせ　図書館　☎３２－８６０５

★
８
月
の
お
は
な
し
会

◇
と
　
き　

８
月
４
日（
土
）、
18
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

◇
と
こ
ろ　

図
書
館　

お
は
な
し
室

★「
図
書
寄
贈
の
お
願
い
」

　
図
書
館
で
は
、
図
書
資
料
充
実
の
た
め

に
平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）以
降
に
出
版
さ

れ
た
本
の
寄
贈
を
受
付
し
て
い
ま
す
。
絵
本

を
含
む
児
童
書
は
出
版
年
を
問
わ
ず
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
図
書
館
ま
で
直
接
本
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
寄
贈
図
書
の
利
用
方
法
は
図
書
館

に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
や
団
体
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［
予
約
の
多
い
本
］

◎「
魔
力
の
胎
動
」　　
　

東
野　

圭
吾　

著

◎「
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
」

若
竹　

千
佐
子　

著　

◎「
あ
や
か
し
草
紙
」　

宮
部　

み
ゆ
き　

著

河合町役場（代表）
　平日午前８時30分～午後５時30分
 ☎57-0200
豆山の郷※ ☎58-2733
保健センター ☎56-6006
役場出張所 ☎32-6605
心の交流センター ☎56-5196
清掃工場（環境衛生課） ☎32-0706

上下水道課 ☎56-5210
まほろばホール※ ☎72-1100
図書館※ ☎32-8605
中央公民館（生涯学習課）※ ☎57-2271
西大和地区公民館※ ☎32-1388
総合スポーツ公園（保健スポーツ課）※
 ☎56-4600
※は月曜日が休館です。

◎ 「ざんねんないきもの事典　続々」
有沢　重雄　文

◎ 「萩原編集長の山塾」
萩原　浩司　著

◎ 「そうべえときじむなー」
たじま ゆきひこ　著

◎ 「ギケイキ」
町田　康　著

◎ 「かぼちゃ人類学入門」
川原田　徹　著

◎「雲の果」
あさの あつこ　著

【児童書】　他７冊

【一般書】　他１２冊 ★
今
月
の
新
刊　

司
書
の
お
薦
め
本
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Dear Kawai Town

Across the world, when the summer heat rises and 
insects float through the thick, wet air, the night sky 
becomes full of fiery, blooming flowers. Fireworks 
have long been a tradition in many cultures 
dating back to the eighth century. In America, 
we celebrate the anniversary of the declaration 
of independence. John Adams, one of America’s 
founding fathers, said that independence day, or 
the 4thof July, should be “celebrated by succeeding 
generations… with illuminations from one end of 
this continent to the other.” And Adams’ wish has 
come true, now the 4thof July is celebrated with 
elaborate fireworks shows in every American state. 
I remember being a small child and watching the 
large fireworks displays. My family would go to a 
park, lay out a quilt, and sit and watch the displays. 
My parents would make tuna sandwiches with 
pickles. I remember how the lights bathed everyone 
sitting on the grass in different lights. These are 
some of my favorite memories of my childhood. I 
was reminded of these moments when I attended 
Kawai’s summer festival. Everyone’s dyed bright 
colors by the light of the fireworks. I think that 
fireworks remind us of the childlike joy we all have, 
the simple enjoyment of beauty. I hope you all see 
many beautiful firework displays, and make many 
wonderful summer memories.

Until Next time,
Julie

親愛なる河合町の皆さん

世界中で夏の暑さが厳しくなり、虫たちが重く湿った空気
を漂う頃に、夜空にいっぱいの火の花が咲きます。花火
は起源を８世紀に遡り、長い間多くの文化で伝統となって
います。アメリカでは、独立宣言の記念日を祝います。ア
メリカ合衆国建国の父の一人であるジョン・アダムスは、
この独立記念日、つまり７月４日は「後世、この大陸の端
から端までイルミネーションで祝われるに違いない」と言
いました。そしてアダムスの願いは叶い、現在では７月４
日はアメリカの全ての州で見事な花火で祝われています。
私が小さい頃に、大きな花火の打ち上げを見ていたのを覚
えています。私の家族は公園に行き、キルト布を広げて座
り、打ち上げを見ました。両親がピクルス入りのツナのサ
ンドイッチを作ってくれました。私は、花火がどのように
芝生に座っている皆を様々な光で照らしていたのかを覚え
ています。これらは子どもの頃の大好きな記憶の一つで
す。私は河合町の夏祭りに参加したときに、この時のこと
を思い出しました。皆が花火の光で鮮やかな色に染まって
いました。花火は私達が持っている無邪気な喜び、純粋に
美しい物への喜び、を思い出させるものだと思います。皆
がたくさんの綺麗な打ち上げ花火を見て、たくさんのすば
らしい夏の思い出を作れますように。

それではまた
ジュリー

日本語訳の校正は、畑 知也子さん（広瀬台）にご協力いただいています。

７月４日はアメリカがイギリスからの独立宣言をした独立記念日で、アメリカでは盛大
にお祝いをします。アパレル店やスーパーマーケットなどでは、アメリカの国旗である
星条旗が描かれた服やパーティーグッズなどが売り出され、国が星条旗でいっぱいにな

ります。昼は家族や友人達と家の庭でバーベキューを楽しみ、夜になると恒例の花火が打ち上げられ、自国アメリカ
の独立を祝うそうです。

町の動き 町について

人　口　　17,822 人（± 0 人）
　　　　　男   8,317 人
　　　　　女    9,505 人
世帯数　　 7,774 世帯（＋ 5 世帯）
平成 30 年 6 月末現在。（ ）は前月比

町　木　　さざんか
町　花　　福寿草
面　積　　8.23km2

東　経　　135 度 44 分
北　緯　　134 度 34 分

さざんか

福寿草

今年の夏はとっても暑い日が続きますね。夏の夜の風物
詩といえば花火です。元々は１６世紀、日本に鉄砲が伝
わった頃の前後に中国やポルトガルから花火の技術も
伝わったとされています。今では花火は身近なものとな
り、世界共通で楽しむことができるようになりました。
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